
佐倉市GIGAスクール構想の実現へ
～１人１台端末は令和の学びの「スタンダード」～

佐倉市教育委員会 1

GIGAスクール構想とは、令和元年12月に文部科学省が発表した一連の
教育改革案のことです。
GIGAは「Global and Innovation Gateway for All」
（全世界とイノベーションへの扉をすべての子どもたちへ）の略語です。

令和８年度
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※文科省「GIGAスクール構想の実現へ」より



佐倉市GIGAスクール構想
佐倉教育ビジョンに基づく施策「確かな学力の向上」

佐倉市教育委員会

「わかる授業」「楽しい授業」を実践し、「もっと学びたい」という意欲を高めるととも
に、各教科や総合的な学習の時間では、自ら課題を見つけ、自ら解決する力や
学び合いなどを通じてコミュニケーション能力を育てていきます。また、保護者との
連携を図りながら家庭学習の習慣化を図ります。

3

さらに１人1台タブレット端末で



4



5



6



7



佐倉市教育委員会 8

令和８年度の目標

ICTを活用し、生徒が自分に合う学び方を進める

〇生徒が個々の学習状況・内容に応じて学習支援ソ
フト等を選択・有効活用し、他者と協働しながら学ぶこと
ができる。

〇家庭学習でも、学習支援ソフトを活用できる。

西志津中生徒の目標
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西志津中教職員の目標

令和８年度の目標

授業にICTを活用して指導する能力 肯定的回答９０％以上達成

〇生徒の意見を効果的に集約・提示できる。
〇生徒の特性や学習進度等に応じ、ICT・AIを活用して指導方
法・教材等の柔軟な提供・設定を行う。

〇生徒が自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整す
ることができるよう促す。
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本校が実践している取組

西志津中学校の取り組み

①タブレットの日常的な活用を進める
・タブレットを毎日持ち帰る。・タブレットを活用した課題の設定
②学習のさまざまな段階での効果的な活用
・見出す・深める・まとめる
③学びの保証を確かなものに
・リモート授業・生成AIの活用
・Teamsを活用した心の健康観察の実施
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